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療センター がん ･再建外科詮療部長 脊雅一 ･
医学博士)､特別講演3｢瀬戸町におけるアユモ ド
キの生態調査｣(岡山大学大学院自然科学研究科 ･
DC3年 ･学振特別研究員 安部 司)､シンポジウ




































































課題的 リー ダーシップ (p:performance)と遊び ･
集団維持(M:maintenance)の二刀流が大切です｡
平成 21年からは､｢会計｣は岡山理科大の浅田､
石井の各理事 ;｢研究会報の編集｣は新見公立短人
の内藤を中心に ノー トルダム清心女子大の菊永､
岡山大の高橋､国枝の各理事 ;r総務｣は岡山大の
国枝､高橋を中心に川崎医大の大熊､美作大の高
橋､岡山理科大の石井の各理事 ;rHP｣は㈱クラ
レの嶋村を中心に㈱林原生物化学研究所の新井､
新見公立短大の内藤､岡山大の大森､辻､国枝の
各理事で重複分担することになりました｡
岡山大学リポジトリ-の電子媒体化と
世界-の発信
26年間 24号まで続け製本3冊も達成しました
｢岡山実験動物研究会報｣をスキャナーで読み､
岡山大学リポジトリ-電子媒体化して永久保存し､
瞬時に世界一-情報発信できるようにしたいと存じ
ます｡
これを機会に､会員数がますます多くなり､実
り多い (P)楽しい (M)研究会へと更に発展さ
せてまいりましょう｡
